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副校長   工藤 由美子 

「努力」、聞き慣れた言葉です。 

「協力」、もしかしたら子どもたちにとって、聞き飽きた言葉か

もしれません。 

日常、特に学校では、あまりにも当たり前に使っている言葉

ゆえに、その意味を辞書できちんと調べたことがある人は少な

いかもしれません。 

「努力」とは、「力を尽くして励むこと」とあります。 

「協力」とは、「力を合わせて事にあたる」とあります。 

力を尽くすには、成し遂げたいと思える目標が必要です。 

力を合わせるには、共通の目標をもつ仲間が必要です。 

「努力はたし算、協力はかけ算」という言葉がありますが、そ

の心意気を発揮するにもまた、目標や思い、願いが大切です。

それらがないところには、努力も協力も生まれません。 

昨年はコロナ禍でいろいろな制限があったからこそ、新しい

年を迎え、やってみたいことや頑張りたいことを新たな年の目

標に心に期した人も少なくないでしょう。また、学年のまとめで

ある3学期に向けて目標を掲げた人もいるでしょう。 

最近、先生方の指導記録やミーティングの中で子どもたちの

成長やクラスとしてのまとまりや成功体験が報告されることが

しばしばあり、嬉しく思っています。それは教職員が子どもたち

のために日々力を尽くし、日々の指導に励んできたことが少し

ずつ結実してきた証です。そして、それは担任一人で成し得た

ことでなく、教職員、保護者の方や地域の方、教育活動に関わ

っていただいた方々の努力と協力の賜物で、さらには、子ども

たち一人一人が努力し、協力してできた「たからもの」です。 

様々な制約や困難さがある中で、図工専科の担当を中心に、

２月１２・１３日の展覧会に向けて、１学期から準備してきました。

関わりあいが制限されているから今だからこそ、協力して作品

を創り上げてほしいと考え、今回、クラスでの共同制作「宝島へ

行く船」に挑戦しました。展覧会のテーマである「たからじま」

に向かう船という課題に対して、素材や表現技法は当該学年が

習ったものを使用することを条件に、クラスでコンセプトを考

え、制作しました。話し合いや制作の中で、新たな児童の良さに

周囲が気付いたり、意外な子どもの活躍が見られたり、活動を

通して話し合いながら役割分担したり折り合いを付けたりする

姿が見られました。個人の作品は考えながら作る「一人一人の

努力の結晶」です。一方、共同作品は、作り上げる過程で互い

の思いやアイディアを伝え合ううちに変化し、思い掛けない形

に作品が昇華されていきました。まさしく共同作品は「クラスの

協力のかけ算の解」です。「宝島へ行く船」もご期待ください。 

 

 

「すすんで体をきたえよう」 

生活指導委員会  小澤秀行 

コロナ禍の中、仲六小の子どもたちは、寒さに負けず外で元気に

遊んでいます。休み時間になると、校庭に出て、縄跳び、鬼ごっこ、

鉄棒、一輪車、ボール遊びなど、思い思いの遊びをしています。 

 今年度は、コロナ感染の影響で、例年体育朝会で行われている持

久走や長縄などの活動ができませんでした。３学期は、短縄を通し

て体力向上を目指しています。密にならないよう曜日ごとに学年を

分けて行っていますが、休み時間に高学年が低学年の児童に教え

てあげている姿も見られます。いろいろな制約がある中、手洗いや

うがいの徹底、密にならないよう工夫するなど、感染予防をしなが

ら、楽しく体を鍛える機会を増やしたいと考えています。 

 

 

1 月 避難訓練 委員会活動  

2 火 社会科見学（3年）  

3 水 ALT 午前授業 SC 

4 木 安全指導日 
 

5 金 ALT 補習⑱ 展覧会準備（６年） 
 

6 土 
  

7 日 
  

8 月 クラスタイム 展覧会作品搬入（1～3年）  

9 火 ALT 展覧会作品搬入（4～6年）  

10 水 ALT 午前授業 仲よしｷｯｽﾞﾀｲﾑ SC 

11 木 建国記念の日 
 

12 金 展覧会1日目 補習⑲ 
 

13 土 
学校公開日 午前授業 給食あり 展覧会２日目  

学級スピーチ大会 ふるさと会 
 

14 日 
  

15 月 振替休業日 
 

16 火 冬の読書週間始   
 

17 水 ALT 区漢字検定②仲よしｷｯｽﾞﾀｲﾑ ｷｬﾘｱ教育（6年） SC 

18 木 新1年保護者会（1年午前授業） 
 

19 金 ALT 全校スピーチ大会 
 

20 土 
  

21 日 
  

22 月 
  

23 火 天皇誕生日 
 

24 水 ALT オリパラゴールボール体験（３・４年） SC  

25 木 校外学習（6年・キッザニア） 
 

26 金 ALT 補習⑳ 冬の読書週間終  

27 土 
 

 

28 日 
 

 
 

大田区立仲六郷小学校 

令 和３年１月２５日 

校 長  山 本  秀 一 

２月の生活目標 

2月の主な学校行事 

 

SC   

 

「宝島へ行く船」 

感染症の拡大状況によって、行事が変更になることがあります。 



 

 

 

                         図工専科 山中 真理子  

今回の展覧会のテーマは「なかろくたからじま」です。「たか

らじま」の「たから」には二つの意味が込められています。 

一つ目は、子どもたちの作品や取り組む姿が宝物だというこ

とです。今年度はコロナ渦で様々な活動が制限される中、子ど

もたちは図工の学習に前向きに取り組んでいました。子どもた

ちが夢中になって取り組み、自分なりに工夫をして、最後まで諦

めずに作品を完成させていく姿は、かけがえのない宝物なの

ではないかと改めて感じます。 

二つ目は、友達の作品も宝物のように大切にしてほしいとい

うことです。展覧会では、普段は見る機会の少ない異学年の友

達の作品も鑑賞することができます。友達の作品の良いところ

を見付けて伝え合うことができるような鑑賞の時間を予定して

います。また、今回はクラスの共同作品も制作しています。友達

と協力して作った作品も、個人作品と一味違うよさがあります。 

宝物が集まった「なかろくたからじま」では、島にちなんで自

然に関係のある題材を展示しています。観に来てくださった方

が感染予防をしながらも楽しむことができるように、展示の仕

方も工夫します。詳細は、別紙のプログラムで後日配布させて

いただきます。ぜひお越しください。 

 

展覧会  2月１２日(金) ８：４０～１２：１０    児童鑑賞 

                    １３：２５～１６：００    保護者鑑賞 

2月１３日（土） ８：４０～１６：００    保護者鑑賞 

 

 

      サポートルーム担当  小林 直也 

 サポートルームには、対人関係や集団生活での困難さ、特

定の学習の習得についての困難さなどを抱えている児童など

が通っています。一人一人の課題は異なるため、それぞれの特

性に合わせて指導を行っています。 

学習形態は個別学習と小集団学習の二つがあります。個別

学習では、児童が自身の課題の改善、克服を目指してそれぞ

れに用意された学習へと取り組んでいます。本人にとっては苦

手な学習となるため、内容にゲーム性を取り入れることで取り

組みやすくしたり、困った時には一緒に考えながら乗り越えた

り、担当になった「自分だけの先生」と一緒に課題へと向き合っ

ています。 

小集団学習は３～４名程度の人数で行う学習です。活動前

に、教員によるロールプレイを見たり、児童同士で適切な行動

について考えたりすることで意識を高めています。児童の良い

発言や行動に対してもその場で評価できるため、授業の中で

児童は自信を付けていくことができます。 

児童は自分が誇れる強みがあることで生き生きと学校生活

を送ることができるため、サポートルームでは「苦手を克服し得

意を伸ばす」指導を行っています。通う児童が充実した時間を

過ごせるように指導していきたいと思います。 

 

 

 

                          特活部  舘野 翔 

本校では、５・６年の児童、３・４年の学級代表の児童を中心に７

つの委員会活動を行っています。今年は同じ生命を扱う活動として

飼育と栽培が合併しました。日常における活動として、飼育栽培委

員がうさぎの「ミルク」のお世話や花壇の水やりをしたり、図書委員

が本の貸し出しをしたり、給食委員が朝早くから献立を掲示板に

記入したり、放送委員がお昼の放送をしたりと、児童が自らの学校

生活を充実させるために、責任をもって取り組むことが定着してき

ています。 

今年度は新型コロナの影響で例年のようにできないこともあり

ますが、集会委員はリモートを活用して集会を行ったり、保健運動

委員はハンドソープの管理を綿密に行い感染症対策に努めたり、

運営・代表委員は仲六小を率いていく立場として様々な企画をした

りしています。児童それぞれが委員会活動を通して、集団の一員と

して自覚し、学校生活づくりに参画する態度を育めるよう、みんなで

「よりよい仲六郷小学校」にしていきたいと思います。 

 

 

展覧会 

 

給食費の引き落としについて 
 

いつも給食費の納金にご協力いただきまして、ありがとうご

ざいます。今年度の最終の引き落としは、2 月２２日 （月）に

なります。 

教材費の引き落としが、２月１日 （月）にありますので、残

額をご確認いただければと思います。また、今年度の給食費

でまだお支払いがお済みでない月がありましたら、早急にお

振込みをお願いいたします。 

 

 

 

漢字検定について 
 

今年度、第 2回の漢字検定を、２月１７日（水）に実施いたし

ます。受ける級を決めて、ご家庭でも計画的に練習し、合格を

目指してください。 

 

 

 

学校公開日について 

２月１３日 （土）   ８：３０～１2：１０ 

・密を避けるために、入室の人数を制限させていただきます。 

・給食の時間の公開はご遠慮ください。 

・開催については今後の感染状況を見て変更する可能性が 

あります。 

委員会活動について 

 

サポートルームについて 

 
スピーチ大会 

２月１３日 学級スピーチ大会（各教室） 

※発表時間は後日各クラスからお知らせします。 

２月１９日 （金） ５校時  全校スピーチ大会 

※今年度は、児童のみが教室で 録画したものを視聴します。 

 

 


